
「怪我と弁当は自分持ち」を
Ｚ世代はどう受け止めるのか

松田文子

V
o

l.7
8

, N
o

.8
,

労
働
の
科
学

2
0

2
3

特 

集

大原記念労働科学研究所

大
原
記
念
労
働
科
学
研
究
所

特 集

　
　

 

定
価
一
、二
〇
〇
円

　
　

 

本
体
一
、〇
九
一
円

（
年
ぎ
め
一
三
、〇
〇
〇
円
）

　

　

二
〇
二
三
年
八
月
一
日
発
行
（
毎
月
一
回
一
日
発
行
）

　
　
　
編
集
人
／
永
田
佳

　
　
（
〒
1
5
1‒

0
0
5
1
）東
京
都
渋
谷
区
千
駄
ヶ
谷
一‒

一‒

一
二 

桜
美
林
大
学
内
三
階

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

 

　

 

発
行
人
／
坂
本
恒
夫

　

 

発
行
所
／
大
原
記
念
労
働
科
学
研
究
所

　
　

　

生
産
者
の
誇
り
を
胸
に
社
会
貢
献
を

生産者の誇りを胸に社会貢献を  

2023年8月1日発行  
（毎月1回1日発行）　（78巻8号）

ISSN 0035-7774  

V o l . 7 8 ,  N o . 8

連載

 500 個の木の作品／菅沼 緑

労研アーカイブを読む
椎名和仁

新連載
軽労働化で農業の再生①

宇土 博

漂流者たち―クミジョの肖像
本田一成

90 ILOインド南アジア産業安全保健通信⑧
川上 剛

2 0 2 3

花に心を添えて―バラ農園の挑戦／稲毛朋信  
シルバー営農で仲間と豊作を喜び合う／阪口俊治

29

巻頭言

雑誌コード　09727-8



表紙作品：菅沼 緑「500個の木の作品」
材料：木材

会場：ギャラリーホワイトアート（東京・銀座）
年度：1983年
撮影：安斎重男

俯瞰（ふかん）

「怪我と弁当は自分持ち」を
Ｚ世代はどう受け止めるのか
……………………………………………………………………………………………………  1
松田　文子［大原記念労働科学研究所　総務部長］

巻頭言

V o l . 7 8 ,  N o . 8

2 0 2 3

生産者の誇りを胸に社会貢献を

Series
ILOインド南アジア産業安全保健通信（8）
労働組合主導による産業安全保健活動.............................................川上　剛............14

「＃教師のバトン」で伝わる（26）
教職員の過酷な勤務環境.....................................................................藤川　伸治............17

花に心を添えて―バラ農園の挑戦
..........................................................................................................［稲毛農園］稲毛　朋信..............4

シルバー営農で仲間と豊作を喜び合う
.................................................................................［所沢市シルバー人材センター］阪口　俊治..............9



CONTENTS

Series

Column

漂流者たち　クミジョの肖像（29）
『クミジョ白書2021』⑹......................................................................本田　一成............22

軽労働化で農業の再生（１）
農業の現状と人間工学的な問題点
総　論....................................................................................................................宇土　博............27

労研アーカイブを読む（90）
列車事故と運転保安装置.....................................................................椎名　和仁............31

2023年人類働態学会夏季研究会に参加して
人生が変わった２日間
この研修でしか得られなかったもの..................松木　敬斗，眞矢　大志朗，丸田　幸奈............24

自由と想像（8）
彫刻に向かって..............................................................................................菅沼　緑............38

Talk to Talk
気やそぞろ...................................................................................................肝付　邦憲............40

BOOKS
『もっと知りたい「怖い絵」展，展覧会の「怖い絵」』
「恐怖」を孕んだ西洋名画展............................................................................椎名　和仁............44

『桝太一が聞く科学の伝え方』
科学研究の成果をどう伝えるか.................................................................... 井上　枝一郎............45

勞働科學のページ.......................................................................................................................47

次号予定・編集雑記....................................................................................................................60



1労働の科学　78巻８号　2023年

ふ か ん

巻頭言
ふ俯瞰

「
怪
我
と
弁
当
は
自
分
持
ち
」
―
か
つ
て
、

建
設
業
を
中
心
に
多
く
の
働
き
手
に
浸
透
し
た

言
葉
で
あ
り
、
懐
か
し
く
感
じ
る
方
も
お
ら
れ

る
だ
ろ
う
。
こ
の
言
葉
に
は
、
怪
我
を
し
て
い

る
よ
う
で
は
一
人
前
と
は
言
え
な
い
と
い
う
働

き
手
の
矜
持
や
、
怪
我
を
せ
ず
に
仕
事
を
や
り

遂
げ
る
の
だ
と
い
う
責
任
感
の
強
さ
を
物
語
る

な
ど
ポ
ジ
テ
ィ
ブ
な
意
味
合
い
も
あ
る
が
、
怪

我
は
自
己
責
任
、
怪
我
で
働
け
な
く
な
っ
て
も

誰
も
面
倒
を
み
て
く
れ
な
い
、
泣
き
寝
入
り
す

る
し
か
な
い
と
い
う
ネ
ガ
テ
ィ
ブ
な
意
味
合
い

も
あ
る
よ
う
で
、
私
自
身
は
、
複
雑
な
感
情
を

抱
い
て
い
た
。

今
日
的
な
労
災
の
捉
え
方
か
ら
す
れ
ば
、
怪

我
を
す
る
こ
と
は
本
人
の
問
題
と
い
う
よ
り

は
、
む
し
ろ
、
機
械
、
環
境
、
組
織
な
ど
シ
ス

テ
ム
の
問
題
で
あ
る
。
し
か
し
、
Ｚ
世
代
（
お

よ
そ
１
９
９
０
年
代
半
ば
か
ら
２
０
１
０
年
序
盤

に
生
ま
れ
た
世
代
）
の
受
け
止
め
方
は
そ
う
で

も
な
い
ら
し
い
。
彼
ら
の
時
代
、
転
落
の
危
険

か
ら
校
庭
の
ジ
ャ
ン
グ
ル
ジ
ム
が
消
え
、
切
創

の
危
険
か
ら
カ
ッ
タ
ー
ナ
イ
フ
が
使
わ
れ
な
く

な
り
、
学
校
生
活
で
「
ち
ょ
っ
と
し
た
怪
我
」

を
経
験
す
る
こ
と
も
な
く
、
大
人
に
な
っ
た
人

も
多
い
と
言
わ
れ
て
い
る
。Ｚ
世
代
に
と
っ
て
、

生
活
の
場
の
み
な
ら
ず
、
働
く
環
境
も「
安
全
」

で
あ
る
こ
と
は
当
た
り
前
の
こ
と
で
あ
り
、
そ

も
そ
も
、
仕
事
中
に
怪
我
を
す
る
、
仕
事
の
内

容
に
よ
っ
て
健
康
を
害
す
る
と
い
う
こ
と
へ
の

イ
メ
ー
ジ
を
持
ち
得
え
て
い
な
い
よ
う
に
感
じ

る
。
大
学
の
講
義
で
「
怪
我
と
弁
当
は
自
分
持

ち
」
と
い
う
言
葉
を
紹
介
す
る
と
、
10
年
く
ら

い
前
ま
で
は
「
え
ー
、
そ
ん
な
時
代
が
あ
っ
た

の
か
」
と
い
う
反
応
で
あ
っ
た
が
、
最
近
で
は
、

「
そ
り
ゃ
そ
う
だ
ろ
う
、怪
我
を
す
る
人
が
悪
い
」

と
受
け
止
め
て
い
る
節
が
あ
る
。

こ
れ
を
、「
今
ど
き
の
若
者
は
、
な
ん
て
責

任
感
が
強
い
の
だ
」
と
喜
ぶ
の
は
、
い
さ
さ
か

軽
率
で
あ
る
よ
う
に
思
う
。
そ
も
そ
も
、
ア
ル

バ
イ
ト
先
で
の
怪
我
が
労
災
に
な
る
と
い
う
認

識
は
な
く
、
少
々
の
怪
我
は
自
分
が
悪
い
と
思

っ
て
い
る
。「
バ
畜
（
社
畜
の
ア
ル
バ
イ
ト
版
）」

と
い
う
言
葉
に
代
表
さ
れ
る
よ
う
に
、
ア
ル
バ

イ
ト
に
必
要
以
上
に
責
任
を
感
じ
た
り
、
学
業

に
支
障
を
き
た
す
ほ
ど
の
シ
フ
ト
を
入
れ
た

り
、
そ
の
結
果
、
心
身
の
健
康
を
損
ね
る
よ
う

な
状
況
に
陥
る
こ
と
も
自
己
責
任
の
範
疇
だ
と

感
じ
て
い
る
よ
う
で
あ
る
。
も
ち
ろ
ん
、
労
働

法
や
安
衛
法
を
学
ぶ
機
会
が
な
い
こ
と
も
、
こ

う
し
た
考
え
に
至
る
要
因
の
１
つ
で
あ
ろ
う
。

就
職
先
の
企
業
で
の
研
修
な
ど
を
通
じ
て
、
考

え
方
が
変
わ
る
こ
と
が
十
分
に
あ
り
得
る
が
、

自
分
の
中
だ
け
で
処
理
し
て
し
ま
う
方
が
誰
の

迷
惑
に
な
ら
な
い
と
い
う
気
持
ち
が
透
け
て
見

え
る
。
過
度
に
寄
り
掛
か
る
こ
と
も
、
寄
り
掛

か
ら
れ
る
こ
と
も
望
ま
な
い
Ｚ
世
代
な
ら
で
は

の
発
想
な
の
か
も
し
れ
な
い
。

労
研
は
、
安
全
衛
生
部
門
の
方
を
窓
口
と
し

て
業
務
を
進
め
る
こ
と
が
多
い
が
、
そ
の
先
に

見
据
え
る
べ
き
は
、
第
一
線
で
働
く
人
た
ち
で

あ
る
。
こ
れ
か
ら
の
30
〜
50
年
は
、
Ｚ
世
代
が

中
心
的
な
働
き
手
に
な
る
。
Ｚ
世
代
は
、「
タ

イ
パ
（
タ
イ
ム
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
）」
と
い
う
言

葉
に
象
徴
さ
れ
る
よ
う
に
、
と
り
わ
け
時
間
的

な
効
率
を
重
視
す
る
と
言
わ
れ
て
い
る
。
多
様

な
価
値
観
を
受
け
入
れ
つ
つ
も
、
慣
れ
合
う
こ

と
は
し
な
い
。
こ
れ
だ
け
み
て
も
、
こ
れ
ま
で

の
安
全
衛
生
の
課
題
解
決
手
段
と
相
性
が
よ
い

と
は
言
い
難
い
。

ま
た
、
終
身
雇
用
へ
の
こ
だ
わ
り
や
組
織
や

企
業
へ
の
期
待
が
薄
く
、
安
全
や
健
康
に
つ
い

て
も
、
人
そ
れ
ぞ
れ
、
個
人
的
な
課
題
と
考
え

て
い
る
人
が
多
い
と
す
れ
ば
、
い
ま
ま
で
の
考

え
方
の
延
長
、
展
開
だ
け
で
は
、
解
決
し
難
い

状
況
に
陥
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
彼
ら
の

本
質
を
探
り
、
シ
ー
ズ
を
見
出
し
、
未
来
の
安

全
と
健
康
の
課
題
解
決
に
貢
献
で
き
る
労
研
で

あ
り
た
い
と
思
う
。
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